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愛知県岩倉市の基礎情報
• 愛知県の北西部、名古屋市の北に位置
• 暮らしやすい“桜のまち”
• 人口47,623人（2024年時点）
• 学校数：小学校５校 中学校２校
• 学校教職員数：２９８人
• 教育委員会職員数：２４人



ネットワーク環境
• 校務系と学習系のネットワーク構成は

分離型
• 校務系のOS： Windows
• 学習系のOS： iPadOS
• ゼロトラスト環境は未整備
• 主な使用アプリ：

C4thポータブル eライブラリ
SLN（スクール・ライフ・ノート）
ロイロノート Teams

学習系 校務系



EdecationChatを立ち上げるまで
1 2 3

4 5 6

7 8 9

securebrowser IIアイコンを押下 ログイン先
「sg.iwakura.ed.jp」を選択 ID/PASSWORDを入力

上部の本アイコン→共通ブックマーク
→ Education Chatを選択 Education Chatログイン

岩倉市サインインボタンを押下

サインインは、Microsoft 365」と同様 パスワードは、Microsoft 365」と同様

職員室の校務用端末



本事業参画のねらい
＜取組前＞・児童生徒の自己評価や学習履歴、教師による観察記録などを、意図的・

計画的に蓄積して利活用しようとする教員はごく一部。
・生成AIを教材作成などに活用し始めた教員は存在

目的：学びひたる子ども（メタ認知力と自己調整力をもった主体的な学び手）の育成

⇒自己の学習履歴（振り返り等）をクラウドに蓄積し、未来の学びに生かす取り組み
Ex.

※データの利活用ができる子どもを育てたい ⇔ 教師のデータ利活用力を高める必要
知識テータ（個人情報）を活用した生成AIの活用に期待

４年生のとき
の動画やふり
返りを見返し
て、めあてを
考える

６年生で同単
元の学習をす
る際にふり
返ってからめ
あてを考える

５年生での鉄棒運動まとめ

岩倉市授業デザイン研究会



フラッグシップとなるユースケースと
その選定の背景

活用できる蓄積データは何か？ ➞
成績、出欠席の記録 
いいとこ見つけ etc.
各種学習履歴
問い、振り返り
学習回数
学習進度
心の天気・学びの天気
不登校状況の記録
不登校の支援歴

教育支援

シート

それをどう活用するか？
1.授業改善支援：端末に蓄積される毎時間の

子どもたちの学習履歴（特に振り返り）
を要約・類型化し、それを踏まえた次の
授業構想を生成AIが例示するシステム

2.所見作成支援：データレイクに蓄積した学
習履歴や児童生徒の自己評価、教員の観
察記録などから通知表や指導要録の所見
案を作成するシステム

3.不登校対応支援：日常的に記録する不登校
児童生徒に対する支援シートの内容から
いくつかの成功例を導き、生成AIが個々
に有効な働きかけを例示するシステム



取組内容・スケジュール

汎用版
発展版



発展版に搭載された４つの会話モード発展版

個人が特定できる状態のまま質問できる

個人が特定できる状態のまま
添付できる

蓄積された個人情報を直接参照できる



本事業参画のねらい２
（授業改善支援） （所見作成支援）



1.授業改善支援の実際
「ファイル添付」の機能を使
い、ロイロノートに蓄積した
４年生国語科教材「一つの
花」の初発の感想を基に、感
想や疑問の類型化と、その後
５時間分の単元計画立案を求
めたが…

ロイロノートの提出箱から一括
で書き出したPDFファイルの内
容を読み取ることができなかっ
た。また、そこに出力される児
童生徒の個人名も読み取れな
かった

生成AIには、期待通りの読み取りができない。

初期の試行



1.授業改善支援の実際
そこで、ロイロノートから書き
出したPDFをコピー＆ペースト
して、プロンプトに貼り付けて
みると…

ワークシートの質問が何度も
繰り返されたり、感想が途中
で分断されたり、意味不明の
記号が表記されたりしたが、
このまま、EducationChatに 
聞いてみると…



1.授業改善支援の実際

１.感情に関する感想
２.物語の理解に関する感想
３.具体的な疑問
という３つの項目で、ある程
度参考となる感想の類型化を
図ってくれるとともに…



1.授業改善支援の実際
５時間分の単元
計画が生成され
たが…

やや抽象的。
実際に授業をし
てみたいと思え
る指導案に高め
るには、さらな
る知識データが
必要。



1.授業改善支援の実際 そこで、「教科書」の内容（教材文）
を添付の有無で比較してみると…

立松和平作「海の命」を教材として6年生の国語授業を計画します。 6時間完了で、単元の授業計画を作
成してください。また、１時間ごとに中心となる発問を３つ考えてください。

教材文を添付しない場合 教材文を添付した場合

1
時
間
目

内容 導入と本文の初読 作品の導入と背景理解
目標 物語の導入部分を読んで、大まかな内容を把握する。 作品の基本的なあらすじと登場人物の背景を理解する。

中心
発問

物語の舞台となる場所はどこですか？ 太一が子どものころから夢見ていた職業は何ですか？

主人公の名前と彼の特徴は何ですか？
太一の父がどのような漁師だったか、具体的に説明してく
ださい。

導入部分で、どのような問題や課題が示されています
か？

太一が尊敬している与吉じいさについて、どんな人物か考
えてみましょう。

2
時
間
目

内容 読み取りとキャラクター分析 父の影響と太一の成長過程

目標
物語の前半部を詳しく読み、登場人物の性格や関係を理
解する。

父の影響が太一に与えた影響と太一の成長について考える。

中心
発問

主人公の行動にどのような特徴がありますか？
太一の父が亡くなった原因とその時の状況を説明してくだ
さい。」

他の登場人物との関係はどう描かれていますか？
中学校卒業後、太一が与吉じいさの弟子になりたい理由を
考えてみましょう。

なぜ主人公はそのような行動を取ると思いますか？
「与吉じいさが語った『千びきに一ぴき』の意味は何だと
思いますか？」



1.授業改善支援の実際
教材文を添付しない場合 教材文を添付した場合

3
時
間
目

内容 テーマとメッセージの深読み 太一の試練と与吉じいさの教え

目標 物語のテーマや著者の意図を探る。
太一が漁師として成長する過程での試練と与吉じいさの教え
について理解する。

中心
発問

物語が伝えたいメッセージは何だと思いますか？
与吉じいさが太一になかなか釣り竿をにぎらせない理由は何
だと思いますか？

著者はどのようにしてそのメッセージを伝えています
か？

与吉じいさが『わしも年じゃ』と言った時の気持ちを推測し
てみましょう。

登場人物たちが学んだ教訓は何ですか？
太一が『村一番の漁師』になるためにどんな試練を乗り越え
たのでしょうか？

4
時
間
目

内容 エピソードの詳細分析 海との一体感とクエとの遭遇

目標
特定のエピソードを詳しく分析し、物語の深い理解を
得る。

太一が父の死に場所へ潜り、クエと対峙する場面の重要性を
理解する。

中心
発問

このエピソードの中で一番印象的な部分はどこです
か？

太一が父の死んだ場所に潜り続ける理由は何だと思います
か？

なぜその部分が重要だと思いますか？
太一がついにクエと遭遇するシーンの描写から、彼の心情を
読み取りましょう。

このエピソードは物語全体にどう関係していますか？ なぜ太一はクエを殺さずに見逃す決断をしたのでしょうか？

そこで、「教科書」の内容（教材文）
を添付の有無で比較してみると…



1.授業改善支援の実際
教材文を添付しない場合 教材文を添付した場合

5
時
間
目

内容 自己と他者の繋がりの理解 家族との関係と母の思い

目標
登場人物と自己や他者との関係を理解し、物語と
の関連を見つける。

家族との関係や母の思いについて深く理解する。

中心
発問

登場人物の誰に最も共感できますか？
太一の母が『おまえが、おとうの死んだ瀬にもぐると私はおそろ
しくて夜もねむれない』と言った時の気持ちを考えてみましょう。

その登場人物のどの部分が自分や他者と似ていま
すか？

太一が母の悲しみを背負おうとする姿勢について話し合いましょ
う。

物語から学んだことを現実の生活にどう反映でき
ますか？

太一が自分の家族を持つことになった時、彼の心境にどのような
変化があったのでしょうか？

6
時
間
目

内容 総まとめと発表会 作品の総括と価値観

目標 学生たちが学んだことを整理し、発表する。 作品のテーマや価値観について総括し、各自の感想を共有する。

中心
発問

この物語の一番大切な部分は何でしたか？
この作品を通して、あなたが感じ取った『海の命』の意味は何で
すか？

物語を通じて、自分自身や他者についてどのよう
に考え方が変わりましたか？

太一の成長を通して、何を学んだかをグループで話し合いましょ
う。

未来に向けて、この物語から学んだことをどう活
かしていきたいですか？

誰にも話さなかったクエとのエピソードから、太一の心情を深く
考えてみましょう。

教科書の内容を参照させることが、教
材解釈や教材研究に役立つ。

教科書（教材文）を参照させると「授
業に使ってみたい」と思える一定レベ
ルの出力が期待できる。

そこで、「教科書」の内容（教材文）
を添付の有無で比較してみると…



2.所見作成支援の実際
「知識データ参照モード」
を使って、ある児童の所見
案作成を指示…

担任は「リーダーシップは
ない」と認識。
原因は、おそらく低学年の
時の所見を参照したこと。

出力された所見案は参考に
はなるが、
「リーダーシップが光って
いる」という記述に…

生成AIは、明確な指示がないと、期待通りの出力ができない。

「発展版」導入時の研修で試行



2.所見作成支援の実際
ベネッセによって工夫された
「通知表の所見作成チャットボット」

参照すべきデータは何かを指示すると
ともに、



2.所見作成支援の実際
「所見作成のポイント」なども指示

このプロンプトを送ると…



2.所見作成支援の実際
名前を入れるだけで

基本情報などが打ち出され



2.所見作成支援の実際
さらに「総合所見を書いてくださ
い」と指示すると

ある程度妥当な所見案が生成され
る

しかし、クラス分の所見案を一度に
書こうとしても４～５名で止まって
しまう。

期待した出力量が得られない。

より妥当な所見案を得るには、児童生徒の自己評価や
学習履歴、教師による観察記録などを、読み取りやす
い形式で、計画的にデータ蓄積することが必要



3.不登校対応支援の実際

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~
~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

リソースとなるデータは、
「児童生徒理解・教育支援シート」

各不登校（傾向）児童生徒の
月毎の出欠状況、保護者とのやり取り、
関係者の支援や気付き etc.

学年ごとの状況を１シートにまとめ、累積し
ていく様式

シート毎の内容や、結合されたセルの内容を
生成AIがうまく読み取れない。

ベネッセが、読み取りやすいデータに加工し
てから、データレイクに格納



3.不登校対応支援の実際
ベネッセによって工夫された
「不登校児童生徒の支援計画作成
チャットボット」

「教育支援シート」の参照を指示



3.不登校対応支援の実際

このプロンプトを投稿すると

「支援計画作成のポイント」も指示



3.不登校対応支援の実際
氏名を入力するだけで

不登校の原因や



3.不登校対応支援の実際

最近の状況

保護者とのやりとり

これまでに効果が見られた取組



3.不登校対応支援の実際

今後の支援方針

短期計画・長期計画が示され

ケース会議などで役立つようになった



取り組んでみた教員の声
1.授業改善支援
• 大まかな授業の流れを作ってもらえるので、一から考えるより時間の短縮になる。
• 魅力的な学習課題をいくつか考えてくれるので、その中から取捨選択できる。
2.所見作成支援
• 言葉のレパートリーが少なく、一律の表現になってしまっていたが、解消できた。
• 所見として適切な表現かどうか不安だったが、できあがった所見に自信が持てた。
• 入力したキーワードをうまくつないでくれるので、自分の表現の幅が広がった。
3.不登校対応支援
• 不登校の支援策を複数考えてくれるので、ケース会議のチェックリストとなった。
• 対応策を一から考えるのに比べて、資料作成と会議の時間が短縮された。



アンケート結果
よく利用する教員の意識



取組から得られた課題
• 読み取りやすいデータ形式と読み取りにくいデータ形式とがある。
• 特に、長期間にわたるデータを時系列で区別することは難しい。
• したがって、期待した出力を得るには、データを精選したり、読み取りやすい形式

に直したり、あるいは初めから読み取りやすい形式のデータを蓄積したりする必要
がある。また、できれば教科書など具体的な資料も参照したい。

• そして、参照するデータや出力のし方を指示するなど、目的ごとにプロンプトを工
夫するとよい。

• さらに、読み取りにおいても、出力においても、期待した情報量に達しないことが
あるため、段階を追って訪ねるなど、プロンプトを工夫する必要がある。

• つまり、目的ごとに、参照すべきデータやプロンプトをカスタマイズするとよい。
ただし、カスタマイズされたプロンプトでは、汎用性は乏しくなる。



教職員への働きかけ



教員の意識の変化
• 業務の負担軽減を図り、業務時間を削減したい

→生成AIは、正確な仕事の処理では期待した出力が得られないので、思ったほ
ど時間が削減できない。

↓
• 業務の効率化・高度化を図り、教育の質を高めたい

→生成AIは、新たな視点に気付かせてくれるので、よりよい業務が実現できる。
↓

• 生成AIをよき相談相手として、教師としての力量を高めたい
→生成AIは、困難な業務へのヒントをくれるので、教師としての発想が広がる。



教員のデータ利活用意欲の向上
1. 教育データを利活用するために、意図的・計画的にデータを蓄積する教員が増えた。

• 振り返りの入力を、使い慣れたロイロノートからSLNに切り替える教員が現れた。
• SLNの「心の天気」と「学びの天気」を活用する教員が増えた。
• C４thの「よいとこ見つけ」に学校全体で取り組もうとする動きが出てきた。
• 蓄積したデータで、各種プロンプトを試す職員が増えた。

2. 生成AIに関する自主的な研修が行われるようになった。
• ICT担当教員が、校内研修でEducation Chatの使い方を説明した（S小学校）。
• ベネッセから講師を招いて、校内研修でEducation Chatの使い方を学んだ（I中学

校）。



今後取り組む教育委員会へのメッセージ
• 知識データ（個人情報）を安心して入力できるセキュアな環境は大変有意義。
• 特に、評価や支援策などへの活用には、個人情報の入力が欠かせない。
• 今後生成AIは、加速度的に発展していくと思われる。
• 本市では、音声認識や画像認識の機能を活用して、「造形作品や録音した音

楽活動の評価に生かしたい」という教員の声も上がっている。
• どのような情報をどのように蓄積すれば、生成AIが教育の高度化や自身の成

長に役立つ道具となるのか、教師自身が、主体的に試行錯誤できる環境を整
えることが重要。



ご清聴、ありがとうございました
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